
２０１５年１０月号外 発行／日本共産党高萩市委員会

連絡先／高萩市本町４－５４ 電話・Ｆａｘ ２２－５５２５ 日本共産党の見解をお知らせします。

安
倍
自
公
政
権
は
、
こ
れ
だ
け
国
民
が
反
対
し
て
い
る
の
に
、
戦
争
法
案
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
。

絶
対
許
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
、
市
民
生
活
は
、
給
料
は
上
が
ら
ず
、
老
後
を
考
え
る
と
す
ご
く
不
安

に
な
り
ま
す

月

25日
投
票
の
市
議
選
は
、
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
が
か
か
っ
た
重
大
な
選
挙
で
す
。

安
倍
暴
走
政
治
に
地
方
か
ら
審
判
を
く
だ
す

■
戦
争
法
は
廃
止
さ
せ
よ
う

国
民
の
多
数
が
反
対
し
、
憲
法
違
反
が
明
確
な
「
戦
争
法
案
」
を
自
公
政
権
が
強
行
採
決
。
こ
の
「
暴
挙
を
許
す
な
」
の
審
判
を
市
議
選
で
く
だ

し
ま
し
ょ
う
。
日
本
共
産
党
は
「
戦
争
法
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
」
を
つ
く
ろ
う
と
民
主
党
な
ど
野
党
に
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
消
費
税

％
増
税
は
キ
ッ
パ
リ
中
止
を

「

10％
に
な
っ
た
ら
と
思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
」
―
―
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
で
す
。
安
倍
首
相
は
、
消
費
税

10％
増
税
（
２
０
１
７

年

4月
か
ら
）
を
「
予
定
ど
お
り
実
施
す
る
」
と
断
言
。
軽
減
税
率
の
協
議
も
難
航
し
、
暮
ら
し
直
撃
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
キ
ッ
パ
リ
中
止
す
べ
き

で
す
。

■
原
発
再
稼
働
反
対
！
東
海
第
二
原
発
は
廃
炉
に

福
島
原
発
事
故
の
原
因
究
明
が
さ
れ
な
い
中
で
、
川
内
原
発
（
鹿
児
島
県
）
の
再
稼
働
を
強
行
。
国
民
の
願
い
に
背
を
む
け
ま
し
た
。

東
海
第
二
の
再
稼
働
反
対
に
は
、
高
萩
市
民
の

65％
が
反
対
。
同
原
発
の
再
稼
働
反
対
・
廃
炉
こ
そ
、
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
保
障
で
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
沖
縄
基
地
を
許
さ
な
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
還
太
平
洋
連
携
協
定
）
は
農
業
・
医
療
制
度
な
ど
を
破
壊
す
る
亡
国
の
道
で
す
。
沖
縄
へ
の
新
基
地
建
設
は
、
「
基
地
の
な
い
沖
縄
、
平

和
な
日
本
」
を
の
ぞ
む
国
民
へ
の
挑
戦
で
す
。
安
倍
暴
走
政
治
に
反
対
し
、
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

国
の
悪
政

か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
防
波
堤
の
役
割
り

補
助
金
削
っ
て
た
め
こ
ん
だ
４
１
億
円
は
、

も
っ
と
く
ら
し
に

常
会
長
手
当
て
や
ゴ
ミ
集
積
責
任
者
手
当
て
な
ど
、
身
近
な
補
助
金
を
削
っ
て

41億
円
の
基
金

が
た
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
使
え
ば
、
多
く
の
市
民
要
求
が
実
現
で
き
ま
す
。

●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
高
校
卒
業
ま
で

●
国
保
税
の
一
世
帯
一
万
円
の
引
き
下
げ

●
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
交
通
）
の
導
入

●
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
全
世
帯
設
置

●
小
中
学
校
の
給
食
費
無
料
化
、
エ
ア
コ
ン
設
置

国
・
市
に
、
ハ
ッ
キ
リ
物
を
言
う
議
員
が
必
要
で
す

い
の
ち
・
く
ら
し
を
守
る
市
政
へ

全
力
を
つ
く
し
ま
す

日
本

共
産
党
・
市
議
会
議
員

平
正
三

１人当たりは

日立・水戸を上回る

ためこみ金

高萩市 1３万２５４８円

日立市 1２万５４１２円

水戸市 ４万５５00円

（2013年度決算）
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い
つ
で
も
市

民
の
立

場
で

共
同

の
中

心
に

┃
平

正
三

議
員

悪
政
に
は
キ
ッ
パ
リ
と
対
決
し
、
市
民
要
求
で
は
「
一
点
共
同
」

で
実
現
め
ざ
す
。
こ
の
立
場
を
平
正
三
議
員
は
つ
ら
ぬ
い
て
き
ま

し
た
。

市
民
運
動
で
白
紙
撤
回
さ
せ
た
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
で

も
議
会
の
中
心
的
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

高
萩
協
同
病
院
の
移
転
新
築
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
時
も
、

「
平
議
員
の
質
問
と
宣
伝
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
」
と
当
時
の
病

院
関
係
者
は
語
っ
て
い
ま
す
。

日
本
加
工
製
紙
の
倒

産
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

の
撤
退
な
ど
地
域
経
済
の

衰
退
が
言
わ
れ
て
久
し
い

高
萩
市
―
―
平
正
三
議

員
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民

と
の
共
同
を
広
げ
て
、
市

民
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
高
萩
を
つ
く
る
た

め
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

違
憲

立
法

の
採

決
強

行
は
許

さ
な
い

「
戦

争
法

廃
止

の
国

民
連

合
政

府
」
を

議会で毎回質問、毎回報告
平正三議員は、議会では毎回質問し、結果については市議

会報告や「市政レポート」（毎週）で知らせてきました。

平議員の道理ある質問は、市政を動かし、この間（防災行政

無線設置、子どもたちの甲状腺検査、中学３年生までの医療費

助成、すべての小中学校の耐震化など）数多くの要求を実現し

てきました。

平議員の議席は、市民の願いを議会に届けて、実現する議

席です。

国民の強い反対を無視し、憲法９条をふみにじって、戦争法を強

行した安倍政権。日本共産党は、この暴挙を糾弾するとともに、

戦争法を廃止する連合政権を提案しています。

国民のたたかいをさらに発展させ

安倍政権をうちたおそう

「戦闘地域」での兵たん、治安活動、米軍防護の武器使用、集団的

自衛権──海外での武力行使に道をひらく戦争法を、一刻たりとも放

置するわけにはいきません。

安倍政権を打倒し、日本の政治に立憲主義と民主主義をとりもどし

ましょう。

「廃止」の政党、団体、個人が共同し

国民連合政府をつくろう

日本共産党は、戦争法廃止の一点で一致するすべての政党、団体、

個人が力をあわせて「国民連合政府」をつくることをよびかけます。政

策・立場のちがいを互いに留保・凍結し、大同団結しようという提案で

す。

つぎの国政選挙で

野党の選挙協力をおこなおう

日本共産党は、「戦争法廃止の国民連合政府」で一致するすべての

野党と選挙協力をおこなうために誠実に力をつくします。昨年の総選挙

の沖縄１～４区では、「基地建設反対」の一点で選挙協力しました。

立憲主義・民主主義・平和主義をつらぬく新しい政治をご一緒に実現

しましょう。

指定廃棄物最終処分場問題で草間市長と懇談

する平正三議員（奥の右側）


